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.リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
.市
が
ド
イ
ツ
•
ハ
ン
ザ
の
盟
主
と
し
て
の
不
動
の
地
位
を
北
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
確
立
し
た
の
は
、

.一
三
七
〇
年
の
こ 

と
で
あ
る
。

.こ
の
年
デ
ン
マ
ー
ク
を
庄
倒
し
た
ド
イ
ツ
.
ハ
ン
ザ
は
、
そ
の
輝
が
，し
い
勝
利
の
あ
と
を
シ
ト
ラ
ー
ル
ズ
ン
ト
の
講
和 

条
約
に
と
ど
め
た
.の
.で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ハ
ン
ザ
の
存
在
と
と
も
に
、

ハ
ン
ザ
の
対
外
政
策
を
嚮
導
し
た
リ
ユー

ベ
ッ
ク
.市
会
の 

力
量
を
、
内
外
に
識
認
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
；

'

.

っ

'

.

そ
の
の
ち
約
一
一
.世
代
に
わ
た
'*?
.て
、
リ

.ユ
r
,ベ
ッ
ク
市
会
の
政
浪
カ
は
諸
方
に
発
揮
さ
.れ
て
い
.っ
た
。
し
か
し
一
四
〇
七
年
同
市 

.内
部
の
勢
力
抗
争
、於
表
面
化
す
る
に
至
っ
て
、
.
一.時
そ
の
伸
張
=は
中
断
す
る
。
都
市
貴
族
層
が
壟
断
し
た
従
來
の
市
会
に
代
っ
て
、
 

手
工
業
者
.の
代
表
を
加
え
.た
.新
市
会
が
こ
の
.
'年
に
成
立
し
た
の
で
.あ
る

.0

こ
.の
一
三
七
〇
年
か
ら
1
四
〇
七
年
に
至
る
四
十
年
近
く
の
年
月
は
、
■,リ
ユ
ー
ベ
ッ
グ
市
の
政
治
力
が
最
も
伸
張
し
た
絶
頂
期
と
.

■ 

. 

、
'

な
し
得
る
が
、
こ
.の
期
間
.に
.同
市
民
が
購
入
し
.た
土
地
に
つ
い
て
原
資
料
.を
探
ね
る
と
、
そ
の
場
所
が
明
自
な
も
の
は
付
表
の
‘一

(

別
紙
折
还
み)

に
掲
げ
る
三
四
の
事
例
で
あ
る
。
 

.

- 

.

ご
の

三
四

の

ヶ

ー

ス
に
あ
ら
わ

れ

る

三
o
の

村
名
を
地
誌
に
つ

い

て

検

索

す

る

と

、
‘

い

ず

れ

も

卩-;
丨

べ

ッ

ク.
市

の

南

方

の

、

ェ

ル
べ
河
卞
流
右
岸
に
向
っ
た
ー
帯
の
土
地
に
存
在
す
る
'村
落
で
あ
る
。
当
時
は
ザ
.ク
セ
ン
n

ラ

ウ

'
ン

ブ

ル

ク

公
領
で
あ
っ

た
。

こ
れ
を
旧
所
有
者
別
に
分
け
て
み
る
と
.、
.し
ば
し
ば
譲
渡
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
者
は
、
.
フ
ォ
ン
：

ク
ル
メ
ッ
セ
家
、
フ
ォ
ン
.

' 

. 

■

リ
ツ
ェ
ラ
ウ

家
、
フ
ォ
ン
.
グ
レ
ナ
ウ

家
と
い
.ぅ
ラ

ウ

ェ
ン
ブ
ル
ク
公
に
仕
え
る
三
貴
族
と
、
ラ

ウ

ェ
ン
ブ
ル
ク
公
自
身
と
で
あ
る
。
 

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
譲
渡
村
落
を
、
ラ
ウ
ェ
ン
ブ
ル
ク
公
領
の
北
部
す
な
わ
ち
リ
ユ
'丨
べ
ッ
ク
市
に
近
接
す
る
.も
の
か
ら
、
次
第
に 

南
方
チ
ル
べ
河
に
向
っ
て
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
掲
げ
る
と
、
付
表
ニ 

(

次
頁)

.と
な
る
。

こ
の
ほ
が
に
ラ
ウ
ェ
ン
ブ
ル
ク
諝
の
貴
族
で
譲
渡
者
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
フ
ォ
ン
.
.チ
ユ
ー
レ

家

^

s

の
せ
、
資
科

番
号
5

)

：
と
、
フ
'ォ
ン
.

シ
ャ

ッ

ケ

寒
3

。̂

^

&

0>

泠

村

、
資
料
番
号
22)

と
が
あ
る
が
、

と

も

に

一

村
乃
至
そ
の
年
収
入
の
売
却
に

-
 

-

と
ど

.

ま
る
。
'ま
た
：貴
族
以
外
の
譲
渡
者
と
し
て
は
、
メ
ー
ル
ン
市
民(

B
e
M
e
n

村
とH

o
l
l
e
n
b
e
c
k

村
、
資
料
#
号
1

)

と
リ
ユ
.丨
べ 

ッ
ク
市
民C

K
O
S
e
l
s
t
o
r
f

村
、
資
料
番
号
9
>
が
あ
り
、

.メ 

.
1

ル
ン
市
会(

資
料
番
号
13)

も
..あ
る
が
、
.こ
れ
ま
：た
一
村
落
に
関
す
る
も 

の
で
あ
る
。
た
だ
リ
ユ
ー
べ
ヴ

ク
市
民
の
名
前
が
資
料
番
号
3

、

29
、

30
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
以
前
の
時
期
に
フ
ォ 

ン
，
リ

ツ

ヱ
ラ
ウ
家
、
' フ
ォ
ゾV

ク
.
.ル
.メ
ッ
セ
家
か
ら
リ
ユ
ー
べ
ッ
.ダ
市
民
が
購
入
し
た
も
の
.の
耘
売
で
あ
る
0 

.
リ
ユ
ー
べ
ッ
ク
市
民
が
前
記
の
ー
一
世
代
の
間
に
入
手
し
.た
ラ
ウ

.

エv

フ
ル
タ
の
貴
族
の
.所
領
の
地
積
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
詳
か 

に
し
な
い
。
例
え
ば
資
料
4
.

の
、グ
ロ

ー
ス
：V

ェ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
村
の
二
分
の
一
が
売
却
さ
れ
た
と
い
ぅ
場
合
、
そ
の
一
一
分
の
一
と 

城
該
村
落
の
全
地
積
の
半
ば
を
意
味
す
.る
も
の
と
は
.限
ら
な
.い
。
そ
れ
：

g

ウ
ェ
ー
ァ
マ
ン
氏
'の
於
く
ご
と
く
、
該
村
落
の
農
地
と
こ

•■
•

J

ユ
I

パ
ッ
ク
市
浪
の
土
地
購
A

.

ニ
ニ
ー
1(

ー
0
八
五)

.



摘  • 要 出 ， . 典 :

1 3 7 6  • 4 . T h o m a s  M o r k e r k e  ( L R ) に 売 却

I V / 1 6 6 . 

I V ,  2 9 5 .

質 戻 の の ち に _ を 売 却 す る 場 合 に は 市 会 が 先 貿 権 を 有 す  

1 3 7 3 . 1 1 . 市 会 は 1 0 0 m . 追 加 支 払 し 質 戻 瘤 の 行 使 を 売 主 に 限 定 す

I V , 1 9 5 . 

I V ,  2 1 2 .

こ の 村 は B e r f c h o l d  v .  B i t z e r ' a i i  ( A ) が 金 貸 S c h i p l i o r s t に 抵 当 丨 に い れ て い た も の  

1 4 0 9  • 5 . O o n r a d i  B r e k e w o l d  ( L B ) は  L a b e n t z  村 ， I i e l l e  村 の ホ ー フ と 共 に  3 1 5 m .  

で 賈 収

I V , r 2 4 0 .

V ,  2 4 8 . N o .  2 2 参 照

1 8 m . の 定 期 収 入 を 含 む I V ,  2 6 7 .

賈 戾 権 備 I V ,  2 7 0 .

1 , . 

; 1 3 7 8  H a r t m a n n  P e p e r s a c l c  ( L l i ) に 売 却

I V ,  2 9 3 . N o .  3  参 照  

I V ,  S .  3 1 2 , A n m . l ,

B 年 の ち 賈 戻 権 留 保 I V ,  3 0 1 , 3 0 2

2 0 年 間 の 賈 戻 権 留 保 I V ,  3 3 8 .

I V ,  3 5 3 .

毎 年 マ ル チ ン 祭 （ 1 1 月 1 1 日 ） に 売 価 と 同 額 で の 賈 戻 権 留 保

1 3 8 0  • 3 . 売 主 は 買 戻 権 を 放 棄 し ， 1 3 2 1 年 ， 1 3 2 4 年 ザ ク セ ン 公 ェ 一 リ ヒ 一 世 か ら 抵 当 物  

件 と し て 受 け て い た （b )  ( c ) 両 村 の 刑 事 裁 判 権 及 び 設 定 質 と （d ) の 漁 檢 権 を 賈 主 に 譲 渡 す

X V ,  3 6 3 .

I V ,  3 6 6 . 3 7 3 .

多 く の 森 鉢 及 び 泥 炭 地 を 含 む 。 貿 戻 権 留 保  1 I V ,  3 6 8 , 3 6 9 , 3 7 6 .

i _ . ■

I V ,  3 7 4 , 3 7 5 .

• > ' • - I V ， 3 7 2 .

I V ， 3 9 9 . ,

霞 鎌 留 保

%

I V ,  4 0 6 , 4 0 7 .

, . ' .

L  C O 及 び U  ( g ) 両 村 の 森 林 を 含 む 。 賈 戻 権 留 保  ’ I V ,  4 0 8 , 4 0 9 .
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I

民
と
の
一
部
分
が
譲
管
れ
た
と
の
意
味
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
の
.み
な
ら
ず
、
仮
り
に
該
村
落
の
フ
I
フ

ヱ

義 

が
解
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
ニ
分
の
一
が
何
フ
ー
フ
エ
に
'な
.る
か
が
算
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
そ
の

土
地
の
領
有
者 

の
得
分
.は
明
ら
か
ビ
な
し
得
な
い
。
け
だ
し
封
建
的
土
地
所
有
に
は
、土
地
収
益
の
ほ
か
に
幾
多
の
封
建
的
権
利
が
附
随
し
て
い
て
、
 

土
.地
領
主
が
た
だ
ち
に
そ
れ
ら
の
権
利
を
も
掌
握
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
利
用
し
得
る
資
料
の
限
定
性 

に
も
と
づ4

、

ひ
ナ
ー
ベ
ッ
ク
市
民
の
入
手
し
た
村
落
と
.そ
の
得
分
の
一
部
分
と
を
知
り
得
る
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
そ
れ
ら
村
落
の 

所
在
箇
所
を
地
誌
と
地
図
と
：に
.ょ
っ
て
按
ず
る
な
ら
ば
、

マ
四
〇
七
年
す
な
わ
ち
リ
ユ
ー
ー
べ
ッ

ク
'
_
Tf
T

会
の
成
立
と
絡
ん
で
市
民
の



/—
V表付

番号 年 • 月 地 名 地 積 • 物 件 旧 所 有 者 名 新 . 所、 有 卷 名 譲渡価、額 , 摘

1 1371• 11
Behlen 村 （a) 

Hollenbeck 村
|  9 フ ー フ エ Godekin Snakenbeck (メ 一ルン市民）の息 Ludeke v. Molln (LB) 1376 • 4. Thomas Morkork

2 1373 • 5 Orummesae .村 - ホ ー フ 及び農地 Marquard v. Orumrae甜e (a; リェ一ベック市会 300m.+ 100m.
貿戻ののちに農地を売却するネ 

1373 • 1 1 . 市会は 100m, •又

3 1874 • 9 Luchow 村 v2 Detlev u. Emeke SchiphorSt (LB) Nicolaua Stenbeke (LB)
この村は Berthold v. Ritzei 
1409 • 5. Conradi Brekewo 
で賈収

4 1375 • 9 Gross-Schenkenberg 村 ' v2 No. 2 の売主 Johann Sehepenstede (LR) 257m. 18m.の定期収入を含む

5 1375 • 10 Walksfelde 村 10m. め年収入 Volrad v. Ziile (A) Ludeke v. Osnabriick (LR) 100m. 賈戻麵保

6 1376 • 8 Wolter 村 Berthold v. Kitzerau (A) Emeke Sohiphorst 及び Kadeke Stoltevoet (LB) 1378 Hartmann Pepersao]

7 1376 • 6 No. 4 の村 lk Heinrich u. Johannes v. Orummesse (A) No. 4 の買主及び Eberhard Pauli (LB) 180m. 3 年のち買戻権留保

8 1377 • 8 Oastorp 村 Henneke u. Eccard v. Crummesse (A) Arnd Stark (LB) 240m. 2 0 年間の買戻権留保

9 1378 • 11 Koselstorf 村 v2 Emeke Schiphorst (LB) Nicolaus Krukow (LB) 150m.

10 1379 • 12

No. 2 の村（b) 

Niemark 村 （c) 

Beidendorf 村 （d)

v2 及び水車

V2 • No. 2 の売主 Segebodo Crispin (LR) » 1000m.

毎年マ ル チ ン 祭 （11月11日） 

1380 . 3. 売主は貧戻権を放美 

件として受けていた（b) ⑷頭

11 1380 • 3

Bliestorf 村 (e) 

Gronsforde 村 （f)  

Grinau 村 （g)

1/2
No. 2 の売主 N o . 1 0 の賈主 2000m. 多くの森鉢及び泥炭地を含むo

12 1380 • 4 No. 2 の村及びN o .1 1 (e)の村 森林及び泥卿 Vicko u. Detlev v. Orummesse (A) N o . 1 0 の貿主 80m.+ 85m.
■ ; ; ■ .. .. ■■ ■

13 1380 • 5 Albsfelde 村 メールン市会 Detlev u. Volinar Gronow (A) 100m.

14 1382 * 1 No. 4 の村 M usseの雜 No. 8 の売主 No. 4 の買主 80m.

15 1382 . 4

No. 2 の村 

N o . 10 (c) の村 

N o . 10 (d) の村

lh

持 分

■ No. 8 の売主 Gerd u. Hermann Darsow(前者は L li,後者はLB) 800m. 賈戾権留保

16 1382 • 4

No. 2 の村 

N o . 1 1 ( f) の村 

N o . 1 1 (g) の村

2 ホ ー フ  

1/2 

lh

• No. 8 の売主 N o . 1 5 の買主 ■ 2400m. 1 1 ( f ) 及び 1 1 (g) 両村の森才
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土
地
購
入
が
一
.時
中
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
時
ま
で
に
、
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
内
の
農
地
.：の
か
な
り
の
部
分
が
、
リH

丨
べ
ッ
ク
市

民
の
手
中
に
あ
っ
た

と

い

ぅ

こ

と

が
で
き

る

の
で
あ

る

。 

■ 

•
.

.

.

. 

. 

.

.

.

.
- 

-
' 

.

フ
ォ
ンV

ク
ル
メ
ッ
セ
家
の
所
領
は
、
リ
ユ

I
ベ
ッ
ク
市
の
南
境
に
最

%•
近
接
し
、
同
市
か
ら
.ハ
ン
ブ
V
ク
に
至
る
街
道
と
シ
テ 

.丨
ク
ニ
ッ
ツ
河
と
の
.両
側
に
沿
っ
て
い
た
。
リ
ナ
ー
べ
ッ
ク
市
.の
南
，方
進
出
減
上
に
枢
要
な
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
は
や
く
も 

一
三
七
三
年
リ
土
丨
べ
ッ
ク
市
会
は
率
先
し
て
、

そ
の
本
拠
ク
ル
メ
ッ
セ
村
の
.*,
地
.購
入
ゼ
|
|始
し

8
料
番
号
2)

'
つ
い
.で
シH

ッ
ペ
ン
シ
テ
ー
デ
、
ク
リ
ス
ピ
ン
等
の

.T
1
?会
議
員
が
フ
ォ
ン
'
•ク
ル
：メ
ッ
セ
家
の
所
領
の
買
収
.に
.進

ん

だ
:0
か

く

て

開

始

以

来

十

年

■ 

. 

' 

- 

. 

. 

:
 

.

■

-

- 

; 

,
*
'
-
'

余
に
し
て
、
；.同
家
の
所
領
は
ぼ
と
ん
ど
全
く
リ
：
r

ベ
ッ
ク
市
民
の
も
の
と
；な
っ
た
の
で
あ
る
。

ニ
つ
ぎ
に
フ
ォ
ン
>
リ
.ツ
ェ
ラ
ウ
家
の
所
領
は
、

7
ォ
ン
•
.ク
ル
.メ
ソ
ッ
セ
，家
旧
領
の
南
方
、
前
記
の
街
道
と
河
に
狹
ま
れ
た
場
所
に 

あ
っ
た
が
、
'同
家
が
つ
と
に
卩
ユ
.
1べ
ッ

ク
市
民
か
ら
借
財
し
そ
の
所
領
を
抵
当
物
件AJ

し
て
Iい
'た
関
係
か
.ら
、

次
第
に
.所

領

を
失 

い
、
つ
い
に
一
四
〇
七
年
に
.は
そ
の
.居
城
す
ら
リ
；

1
べ
ッ
ク
市
会
に
渡
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
づ
七
い
る(

資
料
番
号
34
>
?

.
第

三

に

、
，フ
ォ'ン
ペ
グ
レ
.ナ
ウ家
が
リ

ユ
ー
べッ
ク
市
民

譲̂
、渡

し
.た
：も
の
は
、.リ
r

ベ

ック
市
に
比
較
的
近
い
一
村
落
の
半 

ば
之
森
林
と
.で
あ
る
が
、

そ
の
他
方
、
.
そ
'れ
.よ
り
南
方
に
■位
置
す
る
.五
つ
.の
村
落
を
.新
乘

に

買

収

，
領
有
す

る

：に
至
っ

て

い

る

点 

は
、

上
述
.

の
：：

一
.一
貴
族
と
趣
き
を
.異

に

す

る

と

こ
ろ
，で，
.あ
る
。す
な
わ
ち
同
家
は

も
と
も.とラ
ウ

工
ン
ブ
ル

ク
公
領
の
北
部
に
所
領
を

. 

-

i 

' 

•
• 

r

• 

-.

- 

, 

- 

.
.
.

構
ぇ
て
い
た
の
を
、

ラ
ウ
ェ
ン
ブ
ル
ク
公
の
許
諾
を
得
て
次
第
に
.
.南
部
に
移
封
し
.た
わ
：け
で
あ
る
。
.V

iの
理
由
は
明
ら
か
.で
な
い 

が
、
お
そ
ら
く
同
家
と
し
て
は
そ
の
所
領
の
多
く
を
手
離
さ
ね
ば
な
ら
.ぬ
よ

ぅ

な
財
政
事
情
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
な
お
リ
ユ
I 

べ
>
ク

市

民

.<
0
土
地
取
得
の
対
象
.と
な
る
こ
と
を
惧
れ
て
、
.そ
：の
所
領
を
リ
.ユ
丨
'ベ
：
ッ 

>
市
か
ら
離
れ
た
'場
所
に
移
し
た
も
の
と
み
：

て
よA

の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
：る
の
で
あ
る
。
'た
だ
し
^
れ
に
つ：

い
.

K
.

の
.資
斜
的
裏
付
け
は
な
.
.

i
。 

■

' 
.

... 

..... 

.... 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

i

lベ
ッ
ク
市
民
の
土
地
職
A

•:
,
' 
.
* 

•
. 
ニ
1
'五(

ー
0
.八
七)

ggy：



'
 

-
ニj 

六C 

10'
八
八)

最
爱
.

4

ラ
ン
デ
ス
ベ
ル
自
身
す
ら
、
.

U

，み
L

'

へ
ッ
ク
市
民
に
そ
办
直
領
地
を
譲
渡
し
て
い
る
：(

資
料
番
号
'3
1〕

。
ザ
ク
セ
ン
公
が
貴 

腺

.フ
ォ
ン
‘
グ
レ
ナ
ウ
，に

対

し

て

、五

力
村
と
.物

故

し

た貴
族

。ハ
ル
ケ
ン
テ
ィ
ン
の
全
封
地(

そ
の
村
落
名
は
不
詳)

と
を
：譲
渡
し
た 

の
は
、
リ

r

ベ
ッ
ク
市
民
に
売
却
し
た
場
合
と
事
情
を
異
に
す
る
こ
之
、
.上
述
の
ど
.と
く
で
あ
る
。
そ
し
て1

三
九
一
一
年
に
は
そ

V 

.
 

-

の
一
.部
分
の
対
価
と
し
て
一
一
一
一
一
一
〇

マ
ル
ク
を
受
領
し
て
い
る
が
、
：
こ
れ
は
こ
の
金
額
を
支
私
っ

た

フ

ォ
シ
V
ダ
レ
ナ
ウ
家
の
財
力

が

、

同

時
.代
の
.
他

の

貴

族

と

相

違

す

る

こ

と

を

示

す

ー

つ

の

証

左

之

な

る
'(

資
撕
番
号
27)

。 

:

な
お
資
料
番
号
1

.
に
メ
ー
ル
ン
市
民
、13
に
メ
ー
ル
ソ
.市
会
が
譲
渡
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
' 

メ
ー
ル
シ
市
.は「

リ
ユ
ー
べ
ッ

ク
市
と
.工
ル
べ
河
に
沿
ぅ
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
市
と
を
結
ぶ
街
道
の
中
間
.に
あ
る
小
都
市
で
あ
り
、

一
H
五
九
年
リ
ユ
ー
べ
ッ
ク
市
会

•
 

(

2)

が
ザ
ク
セ
シ
公
か
ら
メ 
J
ル
ン
市
並
び
に
メ
ー
ル
.ン
代
官
管
区
を
九
七
.三
七
'マ
ル
タ
を
も
っ
.て
賀
収
し
て
以
来
、.
一
六
八
三
年
ま
で

.

.三
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
リ
ユ
ー
ベ
.ッ
ク
の
高
権
の
.支
配
を
受
け
て
い
た
。.
す
な
わ
ち
同
市
の
市
舍
を
支
配
す
る
も
の
は
リ
ユ
ー
べ
ッ

(

3

)

ク
市
で
あ
り
、
ま
た
代
官
管
区
の
指
揮
者
は
、
リ
ユ—

V

ッ
ク
市
会
の
派
遣
す
る
代
官
で
あ
っ
た
。
b
た
が
っ
て
本
稿
に
お
い
て
メ 

丨
ル
ン
市
民
乃
至
市
会
は
、
リ
ユ
ー
べ
ッ
ク
市
民
乃
至
市
会
と
ほ
と
ん
ど
同1

の
取
り
扱
い
を
し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

注

(

1)
v
g
l
.
E
.

匀 ehrmann. Die Liibeckischen Landgiiter. Z
L
G
A
.

 Bd. 7. Ht. 2
.
p
i
i
b
e
c
k
'
1895) S. 2U.

(

2

) 

U
B
S
t
L
'
m
.

 Nr. 323.

(

3)

Q0
o
roq
F
i
n
k
,

 Liibecks 

StadtgeMet, 

in 

st
PJdtewesen 

u
n
d

 

Bc5
;
roq
e
r
t
u
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G
e
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:
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i
t
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w
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r
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(Liibeck、
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ニ

前
節
に
掲
げ
た
も
の
は
一
三
七

0
年

四

〇

七

年

に

お

け

る

土

地

購

入

で

あ

る

。

こ
れ
以
前
に
.ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
内

で
"
リ
ユ
ー
べ
ッ
ク
市
民
、加
買
収
し
、
ま
た
リ
、
ユ
ー
、、へ
ッ
ク
に
所
在
す
る
修
道
院
.
救
護
院
等6

宗
教
団
体
に
寄
進
さ
れ
た
村
落
は 

す

く

な

く

な

，い
。

例

え

ば

前

者

に

つ

い

て

は

 

一
ニ
九
一
年
、
後
者
に
つ
い
.て
はH
1

五
〇
年
の
は
や
き
に
、
所
有
の
移
輥
が
お
こ
な 

わ
れ
て
-
>る
0
こ
れ
ら
を
前
節
の
三
四
の
ケ
1
ス
に
加
え
る
な
ら
ば
、
ラ

ゥ

エ

ン
ブ
ル
ク
公
領
内
の
土
地
に
对
す
る
リ
ユ
1
べ
ッ
ク 

市
民
の
取
得
欲
は
か
な
り
著
し
い
も

の

と

な
る
。
そ
れ
を
喚
起
し
た
^
の
は
何
で
あ
ろ
ぅ
か
。

そ
の
一
つ
に
富
有
商
人
の
土
地
領
主
化
と
い
ぅ
ー
般
的
動
献
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
.は
リ
ユ
：丨

ベ
ッ
ク
市

民

た

り

と
も
例

外

た 

り
得
る
も
.の
で
は
な
か
っ
た
。
.む
し
ろ
彼
ら
は
、
こ
の一

般
的
傾
向
を
つ
く
り
だ
す
上
.の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
当
人
た
ち
だ
っ
た 

の
で
あ
る
。
前
節
に
，掲
げ
た
資
料3

、
S

の
摘
要
欄
.に
あ
る
ど
と
く
、
土
地
領
有
と
結
ん
だ
封
建
的
権
利
す
な
.
.わ
ち
裁
刺
権
、
醫
 

質
の
設
定
、
漁
樹
権
等
の
取
得
は
、
譲
受

人
た
る
彼
ら
の
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
ラ
ゥ
エ
ン
ブ
ル
ク
領
が
リ
ェ
，

.

I

ベ
ッ
'
ク

市

民

に

ょ

っ

て

と

く

に

狙

わ

れ

た

理

由

を

窺

ぅ

上

に

、

資

料
11

、
12
'

16
、
20

、
24

の

譲

渡

物
#

が

手

懸

り

%

与
え
て 

.

い

る

。

そ

れ

は

森

林

や

木

材

が

売

買

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

リ
土
1
ベ
ッ
ク
市
と
エ
ル
べ
河
卞
流
と
の
間
に
介
在
す
る
ラ
ゥ
エ
.シ
ブ
ル
タ
公
領
は
、
そ
の
両
端
に
あ
る
■大
都
市
，
リ

H

iベ
ッ 

ク
市
と
ハ
'ン
ブ
ル
ク
市
に
と
っ
て
食
料(

穀
物〕

供
給
地
で
あ
っ
た
0
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
こ
は
木
材
産
出
地
で
も
あ
っ
た 

の
で
あ
る
0
豊
富
な
濶
葉
樹
林
、
と
く
に
.オ
ー
ク
樹
林
を
も
っ
て
.古
来
著
名
な
と
こ
ろ
で
あ
'
?た
.
0そ
の
主
要
な
弔
途
.は
燃
料
、
建 

築
用
材
の
ほ
か
に
船
材
と
桶
材
と
で
あ
る
。
こ
と
.に
桶
材
は
、
葡
萄
酒
、
麦
酒
、
'パ
ク
ー
、
鰊
、
塩
等
の
違
送
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る 

%

,
あ
っ
た
。

そ
し
て一

般
に
桶
材
は
、

遠
隔
地
か
ら
で
は
な
く
、

消
費
^
た
る
都
市
周
®
か

ら

供

給

さ

れ

各

の

を

つ

.ね
と
し 

た

'-
°?す
な
わ
ち
ラ
ゥ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
は
ホー

ル
シ
タ
ィ
ン
伯
領
と
'と
も
に
、
リ

3.
>
、べ
ッ
ク
市
並
び
に
ハ
.

X
、

ブ
ル
ダ
市
の
'.製
桶
業 

卷
の
渴
仰
の
地
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に 

一X}

八
八
年
.リ

H

丨
べ
ッ
グ
市
に
賦
与
さ
れ
た
、'ハ
.ル
、'ハ
ロ
ッ 

.
リ
ユ
I

ベ

ッ
汐
市
民
の
土
地
瞒
入 

ニ
ー
.七

2
〇
.
.八
九
\

:



■

• 

:

 

ニ
ー 

1

八(

一
 

0

九
0

>

サ
特
権
状
に
、
同
市
南
方
の
ラ
Vッ
.，ツ
ェ
ブ
ル
タ
湖
並
び
に
メ
ー
ル
ン
湖
に
至
る
地
域
.の
：森
林
の
利
用
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
徴
し 

沒
そ
の
重
要
ざ
が
解
る

0
ま
た
ラ
ウ
：エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
か
ら
木
材
が
i

丨
べ
ユ
ク
ヒ
積
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
も
す
く
な 

く
な
ぜ
さ
ら
に
こ
の
頃
に
は
^ ,
'

ユ
ー
べ
ッ
：
ク

市

にt
っ
て
木
材
需
要
の
特
殊
事
情
が
加
わ
る
。
そ
れ
は
一
三
九
一
年
以
降
シ
テ
ー 

ク
一
一
ッ
ツ
運
河
の
構
築
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
？
.
こ
.れ
は
シ
.テ
ト
ク
1ー
ッ
ツ
河
と
デ
ル
ヴ
'ェ
ナ
ウ
河
と
を
結
び
、
以
ズ
ト
ラ
ー

フH

河
と
.エ:

ル
べ
河
と
を
連
結
ず
る

こ
と
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ

の

運
河
建
設
：に
必
要
な
木
材
が
現
地
調
達
さ
れ
た
と
と
は
い

. 

.

.

 

...

 

.+
• 

,

ぅ
.
ま

で

も

な

い

。

.

.'

.

:

へ
.

.

.

'

-ン

'

い.
ノ

へ

ン

べ
 ̂

.

「

:

:

•■
.

.

か
く
の
ご
と
き
農
林
業
の
適
地
：と
し
て
、
こ
の
ラ
ウ
エ
ン
ブ
.ル
ク
公
領
は
リ
ユ
丨
べ 

'ッ
ク
市
民
の
土
地
取
得
の
対
象
と
な
っ
た
。 

換
言
す
れ
ば
、
同
市
に
近
接
す
る
こ
の
土
地
の
経
済
的
利
用
と
^
地
所
有
に
と
も
な
ぅ
社
会
的
地
位
の
上
昇
と
.が
、
こ
の
地
帯
に
と 

く
に
' %

-

目
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
.そ
れ
は
リ
.3.
.

丨
べ
ッ
'ク
市
民
個
人
と
し
て
の
欲
求
の
あ
ら

.

わ
.れ
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん 

で
、

都
市
当
局
に
ょ
る
都
市
の
勢
力
範
囲
拡
張
政
策
も
働
い
た
こ
と
を
.み
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
.。

前

節

の

三

四

の

ヶ

ー

ス

の

ぅ

ち 

で
、
リ
ユ
ト
ベ
ッ
ク
市
会
が
市
民
に
：率
先
し
て
.フ
ォ
ン
\
ク
ル
メ
ッ
セ
家
の
農
地
買
収
：の
拳
に
'で
た
こ
，と
.

(

資
料
番
号
2
y
,フ，ォ
ン
.
. 

シ
ャ
ッ
ヶ
家
の
1?
領
11
入
に
榮
し
て
は
そ
の
地
に
存
す
る
す
べ
て
の
領
主
袖
権
利
上
併
せ
得
た
こ
と(

.資
料
番
号
22)

、
さ
ら
に
フ
ォ

ン
•.

リ
ッ
.ェ
ラ
ウ

家
の
居
城
ず
ら

買
収
し
た
こ

と

(

資
料
番
号
34
>、
等
に
ょ
っ
て
、
'
都
市
当
局
の
配
慮
の
一
端
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

. 

.

.

.

 

•
'
•
•
•
•
• 

- 

. 

. 

.

.

.

.

.

い
る
の
で
あ
っ
た
。
. 

：

■

. 

.

:

リ

ユ

ー

べ

ッ
ク

节

当

局

の

こ

の

地
帯
に
対
す
る
関
心
は
、
.
こ
れ
を
経
済
的
な
も

の

と

政
治
的
な
も
.の
と
.
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
は
交
通
の
安
全
確
保
に
い
ず
る
も
ひ
で
あ
り
、
後
者
は
全
国
和
平
政
策
の
貧
成
を
因
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
リ
ユ
ー
べ
ッ

ク

市
が
ド

イ

ツ
•

ハ
ン
ザ
の
盟
主
で
あ
る
こ
h
か
ら
し
て
、
と
く
に
配
慮
す
る
こ
と
を
要
..
«

さ
九
た
し
、
後
者
は
帝
国
直
属
都
市
之

し
て
、
皇

帝•

諸
侯
の
提
唱
.に
呼
応
し
て
、
，こ
の
北
ド
ィ
ツ
に
秧
序
の
雛
持
.
保
障
を
.離
立
せ
ね
'は
な
ら
ぬ
丈
場
に
置
加
れ
て
い
た
. 

か
ら
で
あ
っ
た
0

' 

•

.周
知
の
ご
と
く
ド
ィ
ツ•

ハ
ン
ザ
の
商
業
幹
線
は
、
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク

公

衡

を
.
貫

通

し

て

い

た

。

そ
の
一
は
バ
ル
ト
海
地
域
と
北

.

.

■

■

■

 

: 

• 

■ 

• 

. 

ノ
 

：

海
地
域
と
を
結
ぶ
も
の
、
リ
ュ
丨
べ
ッ
.ク

市
か
ら
ユ
ッ
ト
ラ
ン
ド
半
島
：の
.
.付
根
を
横
断
し
て
.
.ハV

フ
ル
y
市
に
至
る
街
道
で
あ
る
。

.

こ
れ
は
ド
ィ
ツ
•

ハ
ン
ザ
に
と
-
て
最
も
肝
要
な
東
西
両
欧
連
絡
の
商
業
路
で
あ
っ
た
。
第
二
.は
、
.メー

ル
シ
市
を
経
由
し
て
東
方

> 

.

.

.

- 

*

メ
ク
レ
ン
ブ

ル

ク
.地
方
に
通
ず
る
'^

路
で
.̂

る
0 :

そ
七
て
第
三
に
.、
.
メ

ー
水

ン

市

を

南

下

；して
本

ル
.ベ
；河
を
波
り
製
塩
都
市
リ

ュ

ー

. 

ネ
ブ
ル
ク
に
向
ぅ
商
業
路
が
あ

る

。

こ

れ

は

名

ら

に

マ
グ
デ
ブ
ル
ク
、
エ

ル
ブ
ル
.ト
を

経
て
龍
ド
.
f
ソ

に

達

す

る

。

す
な
わ
ち
南
北 

両

欧

の

商

愛

易

ルー

ト

で

あ

る

。
：.•̂
れ
；ら

の

：街
.道

で

は

、；.
諸

都

市

の

発

達

と
.
と

も

に
、

'-

重
要
な
高
価
商
故
の
運
送
が
盛
ん
と
な
マ 

た

か

ら
、

‘

そ
れ
だ
け
こ

の

11
送

に

加

え

ら

れ
.
る
^

_

は

増

大

し

た

。

貴
族
や

諸
侯
相
互
間
の
私
闘
の
#

添

い

を
受
け
る
こ

と

も

す

く
：
 

な
く
な
く
、
掠
奪
を
蒙
む
る

こ

と

も

多

か

っ

た

。

こ

の

街

道

の

不
安
を
除

去

す

る

対
策
が
、
：商
業
交
易
を
生

命

と

.す

る諸
都

市

に
.

と

つ
て
切
実
な
間
題
と
な
？
た
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
'も
な
い
0

.

:

.

.

. 

.

■

.

.

• 

.

. 

. 

.

.

:

.

 

.
■
:
'.

■

.
た
だ
こ
の
リ

ュ
1

ベ

ッ

ク
市
の
南
龙
に
連
な
る
一
带

の

地

は

、
.
そ

の東

剛

と
®

_
と
は
.ヮ
ーヶ 
一'
ッ

ツ
河
と
.ト
ラ

ー

フH

河
と
に

； 

よ

.っ
て
守
ら
れ
て
い
た
。
問
題
は
南
側
で
あ
.っ
た
。：

メ
ー
ル
ン
.市

とラ

ッ
ツ

ェ
ブ
ル
ク
湖
と
の
_
に
_は
、

な
ん
：ら0
自

然

的

防

衛

物 

が
な
か
.っ
.た
。
.
こ
こ
に
.何
回
か
の
和
平
同
盟
の
結
成
.、治
安
攪
乱
者
に
対
す
る
断
乎
た
る
措
置
を
重
ね
た
の
‘ち
、恒
久
的
施
設
と
し
て 

1濠
を
構
築
す
名
と
と
が
企
て
ら
れ
た
-
:
H

l

o
-H
J

一
 

六年にリューベッ

"ク
市
の
境
域
の
南
端
に
設
け
た
濠
が
防
衛
上
有
效
.で
-

あ
っ
た
経
験
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
.わ
ち

..
一：三
五
〇
年

-'
1
;ュ
バ
べ
ッ
ヘ
ク
市
は
.、
ザ
ク
セ
ン
？
ラ
ゥ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
及
び
メ

.

.

.

\

 ,

丨
ル
ン
市
と
協
カ
ム
て
、
ラ
ッ
ツ
.
.ェ
ブ
ル
タ
湖
の
南
端
と
，メ
ー
ル
ン
湖
の
北
端
と
を
結
ぶ
濠
を
構
築
^
、

三

者

分

担

し

て

そ

の

保

全

」

リ
r

ベ
ッ
ク
市
民
の
土
地
購
入
’ 

ニ
一
‘
.兀(

.
1〇
九
'
1

)

.



.

 

.

.

.

.
:

.

」

l
n
H
Q
0
1
G
.

;a
3

.

に
当
.：っ
.た
.
.の
で
あ
.る
o
:.か
：ぐ
て
'
:メ
1
ル
.：：

S

市
は
、
' リ：：ユ：

丨
べ
ツ.
ク
市
迄
夸
っ
ポ
、
'こ
、
の

濠
：：

の

南

！̂

の

共

屢

持

者

と

)

し
.て
：重
要
な 

存

在

と
な
り
、
メ

丨
ル
ツ
.市#

びに
；リユ
ー
ッ

'ク
境
域
の
：西

南

部

に

接

す

る
.メ
ー
ル
.ン
代

官

管

区

は

、.ど
れ

を

慈

構

的

：に
ー
も
：軍
事 

的

に
^

保̂

す

る

こ
.
.と
が

必

要

に

な

っ

た

。
前

節

末

尾

に

述

：ベ

^

メ

 ー

ル

ン

支

斯

のは
：：

こ

れ

で

あ
^
た
。
：■:
.

越

え

て

：

1

三

七
o

年

1
,

月

リ

、
ユ

丨

べ

：

：：

ッ

タ

市

会

は

r

六
S

C

一1

マ
：ル

ク

を

投

じ

て
'

#

ク
^

 

ル
^

ド

ル

フ(

全

域

を

そ

：の
あ
ら
ゆ
る
，収

入
•角

益

権
;.
'
裁
判
権
と
と
も
に
取
得
，i

t。
ま
た
七
五
年
疼
は
デ
ン：

マー

；ク
と
の
.戦
費
調
達
に
#M

^
v

石

.

.

.

.

 *

 

'

 

.

.
ホー

；ル
シ
^

ィ
ソ
伯
.に
四
.〇
0

0

マ
ル
，ク
を
用
立
て
す
ノ
シ
ト
1

々
'ル

ン

：
の

：土

地

、

'ト
；ゾ
ツ
ト
ナ
ゥ
の
域
、

オ
ル
.デ
ス
レ
'
1
:の
都
市 

へ8)

.

の
引
，渡

を
.受

け

：た

.0

.シ
ト
■
丨

マ

ル

ン

は

、

メ

ー

：ル

、ン

と

べ

ル

V

ド

ル

フ

め

両

所

領

を

つ

な

ぐ

位

置

の

領

域

で

あ

る
0

こ

こ

に

リ

ユ
I

 

ベ

ッ

ク

市

の
.
支
.配

地
.
は

ー

构

化

さ

れ
^

こ
と
：.と

な

り

、'

:

さ

ら

ヒ

バ

シ
.
ブ

ル

ク

べ
0

街
@

に

沿

ぅ

童

要

地

点

オ

ル

デ

ス
^

 

ッ

:

ト

ア
ゥ
の
保
有
に
，ょ

っ

て
、
と

'の
童
要
な
商*

路
の
安
全
化
は
容
易
^
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
池
■帯
の

治

.安
の
維

• 

-
 

.

.

.

.

痏
も
可
.能

AJ .

な
る
こ
，
と
で
あ

'る
。
商

業

交
易
の
安

全

、

治
安
.の
維
持
の
両
者
は
、.
ひ

と

り

リ

.
_
ユ

.
丨

べ
 
'ッ.
ク
市
の
発
展
に
資
す
る
だ
け 

.で
は
な
い
。
ド
ィ
ツV

ハ
ン
ザ
.の
唑
命
線
を
護
り
か
つ
培
養
し
、
も
らy

.

そ
の
政
治
的
経
済
的
基
礎
を
固
め
る
も
の
で
^

っ
た
。
す 

な
わ
ち
ラ
ゥ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
に
対
す
る
リ

4

1

ベ
ッ
ク
市
の
勢
カ
披
張
は
、
ひ

と

り

同
市
の
政
策
に
と

•ど
ま
る
も
の
，で

は

な

く

、 

ド
ィ
ツ
、
.ハ
.ン
ザ
の
た
め
の
政
策
で
も
あ
？
た
.の
.で
あ
る
。

'.
-
_

■:
,'..

诖

.

1

)

.
拙

稿

「

市
域
設
定
と
市
民
の
土
地
取
得

——

リ
.
ユ
ー
ベ
ッ
ク
市
.に
つ
い
.て

の

墓

的

考

察
._

.

」

、
兰

田

学

会

雑

誌

三

六

卷

四

号(

昭 

和
ー
七
年
四
月

)

、
掲
載
の
第
一
:
表
(1
0
)

、
第
ー
1
表
42
)

を
参
照
。

;

,

 

.

ハ2) 

W
i
l
h
e
l
m

 Stieda, Han^ische 

V
e
r
e
i
n
b
a
r
u
n
g
e
n

 iibsr stSdtisches G
e
w
e
r
b
e

 i
m

 14* u
n
d

 15, Jahrh

目dert, 

w
G
b
l
L

 Jg. 

I
. S. 1

0
s

.
.

?

v
前
掲
拙
稿
、
1
-0
頁
、一

六
}

E
f

 

.

〈

4

}
そ
の
一
例
と
し
て
、

一
一
一
一
七
九
年
九
月
、

h
貴

族

«
容
1
3
^
&
0
は̂
、
そ
の
領
有
す
るC

u
l
p
i
n

の
森
か
ら
、
リ
ユ
1
ベ
.
ッ
ク
ー
市 

会
の
選
別
し
た
六
〇
本
の
ォ
ー
グ
，樹
を
、

■同
市
会
に
六
0
1
ル
ク
；で
売
却
し
.、
市
会
は
三
年
以
内
に
こ
.の
樹
木
を
自
由
に
利
用
.
伐
採
す
る 

権
限
を
得
て
い
る
0(

U
B
S
t
L
.
l

<-Nr. 

361,)
(

5

)

そ

の

若

干

に

つ

'
.い
て

は

、

拙

稿

「

ザ

ク

セ

ン

都

市

同

盟

'の
成

立

」

、

.
社

会

経

済

史

学

、

ニ

一

巻

一

号

、

四

頁

参

照

。

第

十

四

世

紀

後

半
 

に

'
.お
い

.て
は

.、

.
一
三

.五
四

年

.

.メ
ク

レ

ン

ブ

.ル
：
ク

公

、

.ザ

ク

セ

.
ン

公

，

シ

'
.
.
H
.
f

ゥ

'
工

：.丨
リ

.シ

伯

S

U

リ
.
ユ
.
.

—

 

{へ
：
ッ

：ク

.ほ
か

.十

-
の

都

市

の

間

に

結

ば
 

れ
た

ニ

.
力

年

の

和

平

同

盟

(
U
B
S
t
r
I
I
I
.
.
N
r
r
2
1

.00
:
>
、

一，

.三
七

四

年

ザ

ク

セ

ン

公

、

ホ

.
丨
ル

'
シ

タ

ィ

ン

伯

、

'

リ

ユ

ー

ベ

ッ

ク

市

、

ハ
ン 

ブ

ル

ク

市

の

間

の

ニ

力

年

の

和

平

同

盟

(
U
B
S
t
L
.
’
I
V
.
:
N
r
.
:
2
1
9
)

が

あ

り

、

後

者

は

七

六

年

に

更

新

さ

れ

、

さ

ら

に

八

ニ

年

に

至

っ

て

,

三
力
年
延
長
さ
九
た 

o .Q
b
e
n
d
a
,

 Nr. 

3
0
5、4
0
2

) 

.

(

6) 

K
a
r
l

 K
o
p
p
m
a
i
m
,

 

L
a
n
d
w
e
h
r

 zwischen

 d
e
m

 H
a
t
z
e
b
u
r
g
e
r

 

p̂
e
m M

o:lIner See, H
G
b
l
L

 J g
.

1
0 0

9
4
.

«!
•
• 97 £?•; H

e
r
m
a
n
n

 

H
o
f

 m
e
i

catelv 
D
ia>
J
Ipi
s
h
M
 R

a
t
z
e
b
u
r
g
-
M

o:lln* .in Liibische 

F
o
s
c
h
u
n
g
e
n
: 

Jabrhun-

•
 

'.. 

.

.

.
，'
.
.、'
.
.，.ベ'' 

.
、
，
.

.
dert

3
b
e

 des Vereins fiirLiibeckische G
e
s
c
M
c
h
t
e

 u. A
l
t
e
r
t
u
l
k
u
n
d
e
,

 (Liibeck, 1921> s
.

to67ff'

.•

.

-. 

.
.
.
.
.

 

.

.

.

 

-

(

7

)

 

：
U
B
S
t

r.
寄

.

7
0
7
,
:
7
0
s
r
.

 

へ

こ

' 

へ

，

.

'

.

(
o
o
y
d
B
s
t
L
.

 I
V
,
N
r
r

 2
5
7
:

:
 

.

.

-

'

.

.

.

.

 -

-

-
 

*

 

.

 

■

 

~ 

*

 

■

■

-
 

.
 

' 

.
 

'

.,.

' 

: 

'三

.

.
:
■
■•
人

：
'

.

.
 

..'..:,'•.'-.

V

他
の
機
会
に
述
べ
：た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
.リ
i
丨
べ
：ッ
グ
市
は
第
十
三
世
紀
初
年
帝
国
都
市
と
な
？
て
似
來
、
ま
ず
同
市
周
迢
の

境
域
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
バ
ル
ト
海
へ
の
出
P
た
る
ト
ラ
ー
フ
エ.河
口
を
獲
得
し
.た
0:
つ

い

で

第

十

四

世

紀

前

半

に

か

け

て

リ

.

. 

'

 

•

 

:

.

*.
:

.

(

1

)
■

 

:
■

ユ

ー

べ

ッ

ク

，市

民

は

主

：と

：し

て

'
ホ

丨

>

:

シ

タ

；
ィ

ン

、

メ

ク

レ

ン

ブ

ル

ク

の

諸

村

落

.の

土

地

を

購

入

し

.た

。

：こ

の

場

合

の

、土

她

取

得

を

_

概
.親
す
る
と
、：
そ
の
買
驭
地
点
.は
：分

散

し

て

：
.い
.て
相
互
：に
結
び
つ
奢
が
な
い
，こ
.と
が
特
徴
と
.な
っ
て
い
る
:-
0
.
.
,
か
つ
.そ

の

個

々

の

買

収

- 

- 

;

. 

,
;\
.
.
.
.
.

に
投
じ
た
金
額
も
さ
し
て
多
額
な
も
の
と
は
.い
え
な
い
。
.こ
れ
は
市
民
の
当
時
の
.資
：力
I

余

剰

資

金

の

程

度

の

七

か

ら

し

め

.る
と

'
 

•
 

•
 

.

.

.

.

. 

.
 •*

リ
ユ
！
ベ
ッ
ク
市
a'

の

土

地

膦

入
.

.:
•

'

■

.

':

■

,:

、
1

三

ー

(

ー
〇
九
三
：

)

.



■̂
.
•，
'

彳

」

，

.

:

'

'

一
：'ニ
：
 

ニ 

r
l
:
(

 

1

0

九

四)

.

:
-ろ
で
务
？
た

广
;:
;

, 

,
ぐ 

」

'

'

:

•

.

:

■ 

V 

. 

.

.

. 

._

.

■

-

..

-

:-
u
か
る
.に
第
-

1-

四
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
.土
'地
：取

得

は.
V
,
前

節
2
1
1
:
四

の

ヶ

ー

ス.に
つ
い
て
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
上 

述
の
リ

.
ユ
ー
べ：

ッ
ク

市

会

の

吏

配

地

獲

得

の

動

き
.に
ょ

っ

て

も

明

ら

か

な.ょ
う
に
、
；
；そ

れ

ら

め

進

出

方

向

は

^

V
ブ
ル
ク
；公

領

一-
忆
集
中
し
て
お
り
、
^
の

取

得

に

費

し

た

金

額

は

甚

だ

：大
ぞ

.あ
る
。
,.
.ド

ィ

ツ
.
ハ
ン
ザ
め
盟
主
.と
し
て
、
を
の

勢
力
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
リ
ユ
ー
、ベ
.シ
ク
市
乃
至
市
民
の
投
資
行
為
と
し
て
、
.
.こ
れ
は
至
当
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ー
三
_七
0
|

一

.
:

;.

,

;

■

.

.

' 

.

■■
. 

•

四
0

七

年

，
の

市

民

の

土

地

購

入

，は

お

そ

ら

く

前

記

の

三

四

の

.
ケ

；
丨

ス.
に

と

ど

ま

る

も

の

で

は

な

く

、

も

っ
と
多
が
.

っ
た
こ
.
と
と
.想

,® 

さ

木

る

の

で

あ

る

が

、

仮

り

に

こ

の

三

®

の
ヶ
ー
.
.ス

に

限

定

し

て

も

、

資

料

に

明

示

さ

れ

た

金

額

の

：総

許

は

ー

.
三

0
〇
〇
マ
ル
ク
を 

越

え

て

い

る

。

こ

の

ほ

か
.
に
、
：'.
.市

会

が

メ

ー

ル

ン

、

ベ

ル

ゲ

ド

ル

フ

、

ジ

ト

ー

マ

ル

：ン

の

支

配

獲
# '
に

費

し

た

金

額

は

三

0
〇

〇

〇 

マ
ル
タ
.
に
.
及
ぶ
：。V:

こ

れ

ら

は
.
第
十

四

世
紀
後
半
の
北
ド

ィ

ツ
.

の
諸
事
情

か

ら

み

て

莫
大
な
金

額

と
•

い

わ
^ ̂

こ
れ
が 

授

受

さ
S

こ

と
I

し

て

、
.
当

時
f

 

H 

r

ベ
.：：ズ

ダ
ル
ソ
ウ(

資
料
番
号
15

、
16

、
20

>
の
豊
か
な
資
力
を
思
5

と

と

も

に

、

.土
地
や
そ
れ
.か
ら
の
■定
期
的
収
入
を
.
_
路
す
る
と
こ
ろ
な

■-
 

• 

. 

* 

■ 

■ 

■ 
; 

- 

. 

. 

, 

.

■_
. 

■--■■■
 

-
*
.

く
市
揭
に
売
却
し
た
当
時
の
領
国
諸
侯
や
貴
族
の
財
政
道
迫
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
■る
。
.前
掲

の

三

四

の

ヶ

ー

ス

.
の
概
ね
に

.

.

.

.

.

.

. 

« 

■*
.
 

.

.

.

.

.

.
 

.

は
、
何
年
間
か
の
う
ち
に
譲
渡
者
が
實
戻
權
を
行
使
し
得
る
：と
の
留
保
条
項
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、.
こ
れ
は
当
時
の
譲
渡
文
書
に
通 

例
附
記
さ
れ
る
約
款
で
あ
っ
て
、
封
建
貴
族
層
の
窮
迫
し
た
経
済
事
情
，は
こ
の
符
使
を
阻
げ
、
：市
民
が
一
度
入
手
し
た
土
地
の
返
還 

を
せ
ま
ら
れ
.た
C
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
誤
り
で
は
'な
：い
。
:

.

' 

. 
:
•
.

ノ

'‘
 

-

■

-
,

.'
■

: 

■ 

,

.

.

.

.

.

.

.

上
述
の
ご
と
く
リ
ユ
ー
ベ
ッ
ク
市
会
ば
、
そ
の
豊
か
な
*-
.*

を
巧
み
に
利
用
し
て
：、
第
十
四
世
紀
の
半
ば
以
降
メ
ー
ル
ン
、
ベ
ル 

ゲ
ド

ル

フ

の

主
権
を
獲
得
し
、

ラ
ウ

土

ン

ブ
ル
.

ク
公
領
へ
の
進
出
の
い
と
ぐ
ち
を
つ
け
た
。

こ
の
.南
進
策
に
追
随
す
る

よ

う

な
形

t
リ

r

v
ァ
ク
帘
民
は
個
人
时
搅
資
に
ょ
.っ
て
こ
の
地
帯
の
士
地
を
取
得
し
て
.い
.っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
自
身
の
致
富
と
栄
瞢
と 

め
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
彼
ら
の
都
市
の
地
位
を
確
固
に
築
き
あ
げ
る
こ
と
に
も
な
.？
た
の
で
あ
る
0.
す
な
わ
ち
第
十 

四
世
紀
後
半
か
ら
第
十
五
世
紀
初
年
に
'か
け
て
の
ラ
ゥH

ン
ブ
ル
ク
公
領
へ
の
掂
張
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
都
市
と
市
民
と
の
協
力 

そ
し
て
相
互
補
完
の
形
を
と
っ
て
い
る

。

た
だ
し
こ
の
こ
.と
は
、

両

者

が
意
識
し
，て

行

動

し

た

結

果

で

あ

る

と

い

ぅ

.こ
と
は
.で
き 

な
い
。
’
た
だ
い
い
得
る
と
こ
ろ
は
、
政
治
情
勢
の
展
開
に
ょ
っ
て
闋
与
す
る
機
会
が
：‘あ
れ
ば
> 
リ
ュ
'
1べ
ッ
ク
市
会
は
こ
れ
を
そ
の 

都
市
の
勢
力
拡
張
に
利
用
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
づ
た
。
こ
の
都
市
の
最
高
機
_
た
る
市
会
に
参
劏
し
た
議
員
の
首
脳
部
が
、
既
掲 

の

三

四

：
の

ヶ

ー

ス

'に
お
け
る
新
所
有
考
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
.ら
の
土
地
取
-#
の
方
向

が

、
市
会
に
ょ
っ
'て
進 

出
の
途
が
す
で
に
つ
け
ら
机
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
此
較
的
容
易
に
取
得
し
.得
る
と
こ
ろ
に
向
ぅ
'の
は
、

な
.ん
ら
異
と
す
る 

に
足
り
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
が
市
会
の
意
向
に
し
た
が
っ
て
^

_
し
た
と
い
ぅ
こ
と
で
は
な
い
°
彼
ら
は
市
会
.と
は
離
れ
た
個
人
と 

し
て
、
経
济
的
考
慮
を
も
っ
て
ラ
ゥ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
領
内
の
土
地
を
購
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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前
掲
拙
稿「

市
域
設
定
と
市
民
の
土
地
取
得」

、
，
一
二
頁
以
下
参
照
。'

—
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民
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地
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入
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